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　飲料産業にとって喫緊の課題の一つ
は，省エネといえるだろう。急激な円
安と原子力発電所の停止にともなう電
力および燃料費の高騰は，そのまま製
造原価の上昇に直結し，利益を奪い去
る。それだけに省エネ対策は，足元の
原価引き下げだけではなく，将来への
リスクヘッジにもなる。
　この飲料産業における省エネとは，
水・電力・燃料（LNGや重油等）の削減
が主となる。いずれも製造原価に直
結するだけではなく，いわゆる“環境
経営”にも関連する事項であるだけに，
飲料各社とも積極的な取り組みをみせ
ている。なかでも受託製造工場は，よ
りシビアな管理をしなければ，利益の
創出は難しい。そこで本誌では，ジェ
ーシーボトリング社の省エネ事例を取
り上げる。

LNG燃料の削減を狙う
　ジェーシーボトリング社（JC社）は，
カーリットホールディングスに属する
受託充填工場だ。製造ラインは，レト 
ルト缶ライン，PETボトルホットパッ
クライン，PETボトル無菌充填ライン
の合計３ラインが設備されている。年
間生産量は，約2,000万函となっている。
　同社は，カーリットホールディング
スグループである日本カーリット社の
群馬工場に隣接して立地している。そ
のため電力・燃料・水は，日本カーリ
ット社から調達しているという。日本
カーリット社はこれらのユーティリテ

ィーを大量に使用するため，JC社単
独よりも調達コストを引き下げること
ができるという。
　これらのエネルギー源のうち，ボイ
ラで発生させる蒸気の熱源は，2010年
に重油から液化天然ガス（LNG）へと
転換している。この燃料転換では，三浦
工業社製の蒸発能力2.5トン毎時の小
型貫流式ボイラを11台設置し，多段制
御で省エネ化と効率化を図った。とこ
ろが昨今はLNG価格が毎年のように
値上がりしており，収益を悪化させる
要因として改善が急務になっていたと
いう。
　そこでJC社は，コストダウンに直結
する省エネシステムの導入を検討，三
浦工業社が2013年４月に発売したボイ
ラ給水加温ユニット「VH－140H」を導
入し，ボイラの省エネ化を実現した。
この装置は三浦工業社が独自開発した
熱活用サイクルを搭載しており，１台
あたり2.2トン毎時の温水生産能力が
あり，同工場では合計４台を導入した。
このヒートポンプシステムの導入に際
し，経済産業省の「次世代型熱利用設
備導入緊急対策事業」に応募・採択さ
れたことから，投資額の50％に相当す
る補助金を得られたという。

工場診断でシステム導入
　このシステムは，これまで未利用だ 
った60℃以下の低温廃熱を回収し，ボ
イラ軟水を加熱することで，ボイラで
の加熱量を減らして省エネ化を実現す

るというものだ。JC社のシステムは，
軟水器後の水をヒートポンプを通して
加熱し既設の軟水タンクへ送り，この
加熱された軟水をボイラへ給水するこ
とで，加熱量を抑えるという仕組みで
ある。
　三浦工業社によれば，システム導入
に際し，同社が得意とする工場診断サ
ービスを行なったという。具体的には，
未利用廃水の検索と可視化，その水質
や流量・温度の測定，そこから算出さ
れる熱量をもとにした最適システムの
提案という。JC社の場合は，３カ所
の廃水口に温度センサー，工場内の廃
水ポンプの稼働状況を調査して流量を
計測した。これらを予備調査として２
日間実施し，さらに１週間の連続調査
を行なったという。三浦工業社は，こ
の工場診断サービスを武器にして，工
場の省エネ化とシステム提案による実
績を積み上げている。

低温からのエネルギー回収
　この「VH」ボイラ給水加温ユニットは，
ボイラ原水を３回の熱交換によって加
温する（図参照）。
　JC社によれば，ボイラ原水の水温は
15～ 16℃で，工場からの廃温水は40～
50℃という。この廃温水は，PETボト
ル飲料製造ラインのプレート式熱殺菌
機とUHT殺菌機の廃温水を熱源にし
た。これらは，すでに工場外のドレン
へ配管されており，従来は廃棄されて 
いたという。今回は，それらの廃温水
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を受水するタンクを設置し，ヒートポ 
ンプ向けの廃温水タンクで集約される。
　そして廃温水タンクから取り出され
た廃温水は，蒸発器で冷媒と，水／水
熱交換器でボイラ給水と熱交換され，
高効率に熱回収される。ボイラ給水は
水／水熱交換器で余熱された後，過冷
却器，凝縮器で加熱され75℃の温水と
なる。一般的な熱回収サイクルに過冷
却器と水／水熱交換器を追加したこと
により， ２倍以上の効率を達成してい
る。
　この加熱されたボイラ原水がボイラ

に送られるため，ボイラでの加熱量を
削減することができ，全体としての省
エネ化が実現するという。

４％の省エネ実現
　JC社によれば，このボイラ給水加
温ユニットを導入したことにより，ボ
イラ原水１トンあたりのLNG使用量は，
１～７月実績で４％程度の削減ができ
たという。当初の設計目標は５％程度
であるため，計画どおりの目標値を達
成したことになる。その一方で，排温

水量は毎時30 ～ 60トンと変動が大き
いことから，熱回収量にもばらつきが
あるという。特にボイラ蒸気の需要は
生産量に従うため，多品種小ロット製
造の場合は洗浄に必要な蒸気需要があ
る一方，生産をしていないため廃水量
は少なくなる。このため熱需要がアン
バランスとなり，ボイラ給水加温ユニ
ットの効果が減少してしまう。それで
もJC社によれば，LNGの高騰が続く
なか，効果的なコストダウンに貢献し
ていると分析している。
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